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の
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作
に
つ
い
て
-

石

井

修

道

今
回
は
大
慧
宗
呆
そ
れ
自
身
の
著
作
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
大
慧
の

著
作
に

つ
い
て
述
べ
た
記
録
と
し
て
、
立
正
大
学
図
書
館
に
蔵
す
る
宝

祐
癸
丑
の
年

(
一
二
五
三
)
に
天
台
比
丘
徳
溶
の
募
縁
に
よ
る
径
山
明
月

堂
で
の
重
刊
の
宋
版

『大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
に
依
る
の
が

一
番
よ
い

と
思
わ
れ
る
。
寂
後
の
記
事
と
し
て

其
八
処
九
会
陞
堂
語
要
普
説
小
参
讃
偶
機
縁
長
髄
法
語
、無
慮
数
十
万
言
。参

徒
道
印
編
為
六
十
巻
、
奉
置
干
庵
。
宗
漣
曇
密
惟
裡
宗
演
浄
智
居
士
黄
文
昌
、

哀
其
綱
要
、
離
為
五
冊
、
刊
行
於
世
。
蒙
詔
賜
入
大
蔵
、
同
聖
教
以
求
其
伝
。

と
あ
り
、
道
印
の
編
に
な
る
六
十
巻
、
黄
文
昌
な
ど
の
編
に
な
る
五
冊

と
入
蔵
し
た
語
録
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ

で
現
存
す
る
大
慧

の
著
述
を
彼
自
身
が
編
集
に
影
響
し
た
著

述
類
を
除

い
て
、
整
理
し
て
み
る
と
大
き
く
四

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

る
こ
と
が

で
き
る
。

そ
れ
は
甲
、

三
十
巻
本

『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
、

乙
、

一
冊
本

『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
、
丙
、

四
巻
本

『
大
慧
普
覚

禅

師
普
説
』
、
丁
、
三
巻
本

『
正
法
眼
蔵
』

で
あ
る
。
以
上
の
四

つ
を
具

体
的
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
先
の

『
大
慧
年
譜
』
の
内
容
や
入
蔵
の

過
程
を
み
て
み
よ
う
。

甲
、
三
十
巻
本

『大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』

こ
れ
が

一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
大
正
蔵
経
所
収

の
も
の
で
、
大
正
蔵

経
の
原
本
に
な
つ
た
も
の
は
明
蔵

で
あ
る
。
こ
の
明
蔵
は
縮
冊
蔵
経
が

そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
、
大
正
蔵
経
は

『
大
慧
宗
門
武
庫
』
を
別
に
と
り

あ

つ
か
い
、
『
大
慧
年
譜
』
を
削
除
し
て
い
る
。

さ
て
明
蔵
自
身

は
東

禅
寺
版
の
宋
版
大
蔵
経
を
受
け
た
よ
う
で
あ
り
、
開
元
寺
版
の
宋
版
大

蔵
経
は
普
説

一
巻
を
附
加
し
た
三
十

一
巻
本
で
あ
る
。
大
正
蔵
経
に
宮

内
省
図
書
寮
蔵
五
山
版
と
校
訂
し
た
よ
う
に
な

つ
て
い
る
が
、
実
は
宮

内
庁
書
陵
部
に
は
五
山
版
な
る
も
の
は
現
存
せ
ず
、
大
正
蔵
経
の
校
訂

に
使
用
し
た
も
の
は
明
か
に
開
元
寺
版

の
宋
版
大
蔵
経
で
あ
る
。

こ
の

開
元
寺
版
は

住
持
臣
僧
紹
玉
、
謹
募
檀
信
、
刊
為
経
板
計
三
十

一
巻
、
入
干
本
寺
、
印
造

砒
盧
大
蔵
経
院
、
用
広
流
通
。
(以
下
略
)

大
慧
宗
呆

と
そ

の
弟
子

た
ち

(
四
)

(
石

井
)

二
八
九
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大
慧
宗
呆
と
そ
の
弟
子

た
ち

(
四
)
(
石

井
)

二
九
〇

と
あ
つ
て
三
十

一
巻
本
で
あ
り
、

こ
の
附
加
さ
れ
た

一
巻
の
普
説
は
未

だ
近
年
の
刊
行
さ
れ
た
蔵
経
の
中

で
は
活
字
化
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
蔵
経
の
性
格
か
ら
、
改
め
て
先
の

『大
慧
年
譜
』
の
記

録
を
見
て
み
よ
う
。
そ
の
第

一
に
書
か
れ
た
道
印
の
六
十
巻
本
の
性
格

は
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
は
不
明

で
あ
る
。
第
二
の
黄
文
昌
な
ど
に
よ

る
五
冊
本

は
同
時
に
開
版
さ
れ
た
も
の
は
な
い
が
五
冊
共
に
貴
重
な
諸

文
献
が
存
在
し
、
そ
の
五
冊
本
が
入
蔵
さ
れ
た
三
十
巻
本
の
原
典
と
な

つ
て
い
る

こ
と
が
結
論
的
に
言
え
る
。
A
-
E
の
五
冊
本
と
三
十
巻
本

と
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

A

語
録

巻

一
-
六

B

語
録
偶
頽
讃
仏
祖
…
…

巻
七
-
十
二

C

普
説
…
…

巻
十
三
-
十
八

D

法
語
…
…

巻
十
九
-
二
十
四

E

書
…
…

巻
二
十
五
-
三
十

こ
の
う
ち
A
に
つ
い
て
は
大
正
蔵
経
に
甲
本
と
し
て
徳
富
猪

一
郎
氏

蔵
五
山
版
が
校
訂
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
A
は
B
と
共
に
二
冊

の
語
録
と
し
て
独
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
西
尾
市
立
岩
瀬
文
庫
に

貴
重
な
元
版

の
完
本
が
あ
る
。
た
だ
惜
し
い
の
は
最
初
の
序
文
が
A
B

共
に
欠
け

て
補
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
冊
本
は
ま
た
内

閣
文
庫
に
林
羅
山
の
筆
と
し
て
写
本
が
現
存
し
て
い
る
。
卍
蔵
は
黄
葉

版
を
も
と
に
し
た
版
で
、
五
冊
本
の
う
ち
の
A
B
で
は
な
く
、
明
蔵

の

系
統
の
江
戸
時
代
正
保
四
年
本
で
あ
る
。

C
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
丙
の
四
巻
本
と
異
る
も
の
で
あ
る
が
、
京

都
大
学
の
人
文
科
学
研
究
所
の
松
本
文
庫
に
の
み
存
す
る
貴
重
な
五
山

版
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

D
は
岩
瀬
文
庫
に
元
版
が
存
在
し
、
も
と
雲
頂
山
大
明
禅
寺
の
塔
頭

の
常
住
で
あ
つ
て
、
前
に
記
し
た
語
録
は
善
慧
軒

の
も
の
で
経
路
を
異

に
し
て
、
奇
し
く
も
岩
瀬
文
庫
に
存
在
す
る
に
至

つ
た
も
の
で
あ
る
。

E
の
書
に
つ
い
て
は
最
も
多
く
開
版
さ
れ
、
紹
介
も
あ
る
か
ら
説
明

を
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
E
は
朝
鮮

で
も
多
く
開
版
さ
れ
、

大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
つ
て
五
冊
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、

五
冊
本
と
三
十
巻
本

と
の
関
係
が
明
確
に
な
り
、
入
蔵
の
過
程
が
解

明
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
五
冊
本
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
す

べ
て
浄
智
居
士
黄
文
昌

重
編

で
あ
る
点

で
こ
の
こ
と
は
注
目
す

べ
き
点

で
も
あ
る
。
そ
こ
で
道

印
編

の
六
十
巻
本
に
つ
い
て
推
測
す
る
な
ら
ば
、
巻
数
は
多
い
け
れ
ど

も
内
容
的
に
は
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
か
つ
た
の

で
は
な
い
か
と
思

わ
れ

る
。
法
語
の
巻
末
に
は

大
慧
禅
師
説
法
四
十
余
年
、
言
句
満
天
下
。
平
時
不
許
参
徒
編
録
、
而
柄
子

私
自
伝
写
。
遂
成
巻
秩
、
晩
年
因
衆
力
請
、
乃
許
流
通
。
然
在
会
有
先
後
、

見
聞
有
詳
略
、
又
賢
士
大
夫
所
得
法
語
、
各
自
宝
蔵
無
縁
尽
観
。
今
之
所
収

殊
為
未
尽
、
俊
更
採
集
別
為
後
録
。
文
昌
謹
白
。

と
あ
り
、
書
に
も
同
文
が
あ
る
の
で
六
十
巻

を
省
略

し
た

の
で
は
な
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く
、
大
慧
年
譜
の

「衷
其
綱
要
離
為
五
冊
」
も
そ
の
よ
う
に
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
五
冊
本
の
開
版
が
同
時
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
宋
版
は

一
冊
も
な
く
、
推
測
す
る
な
ら

ば
少
く
と
も
二
度
の
開
版
が
あ
つ
て

「
左
右
讐
辺
、
有
界
、
十

一
行
二

十
字
」
を
共
通
に
し
、
匡
郭
内
の
大
き
さ
を

「
タ
テ
十
七

・
六
弛ン
、
ヨ

コ
十
二
兜ン
」
と

「
タ
テ
ニ
十

二
二
弛ン
、
ヨ
コ
十
五

・
五
兜
ン」
の
二
種
類

で
、
後
者

は
宝
祐
年
間

(
一
二
五
三
i

一
二
五
八
)
の
重
刊
版
、
前
者
は

隆
興
年
問

(
一
一
六
三
i

一
一
六
四
)
で
あ
ろ
う
。

乙

一
冊
本

『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』

こ
の
語
録
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
蔵
せ
ら
れ
る
宋
版

で
あ
り
、
続

蔵
経
は
こ
の
早
大
本
を
底
本
に
し
て
二
巻
本
と
し
て
収
め
て
い
る
。
こ

の
書
の
特
色
は

『大
慧
普
覚
禅
師
宗
門
武
庫
』

一
巻
と
前
半
を
ほ
と
ん

ど
同

一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
宗
門
武
庫
は
市
川
白
弦
氏
が
全
部
を
大

慧
の
も

の
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
解
決
の
た
め

に
も
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
著

で
あ
る
。
宗
門
武
庫
は
臨
済
宗
で

重
要
な
位
置
を
し
め
、
ま
た
多
く
読
ま
れ
、
開
版
さ
れ
て
き
た
が
、
宗

門
武
庫
の

一
部
分
は
す
で
に
大
慧
自
身
に
よ
つ
て
否
定
さ
れ
、
大
慧
の

認
め
た
も

の
は
他
に
あ
つ
た
。
そ
れ
は

一
冊
本

『大
慧
普
覚
禅
師
語

録
』
の
前
半
の

『
雑
毒
海
』

で
あ
り
、
こ
の
早
大
本
と
い
つ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

こ
の

一
冊
本
は
早
大
本
の
み
し
か
筆
者
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
あ
る
が
、
早
大
本
は
次
に
述
べ
る
丙
の
普
説
が
混
入
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
早
大
本

の
最
後
の

一
紙
は
四

巻
本
普
説
の
巻
三
の
最
後

で
あ
り
、
現
存
す
る
四
巻
本
普
説

の
宋
版
の

唯

一
の
一
紙
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
一
紙
が
混

入
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
紹
煕
元
年

(
=

九
〇
)
の
祖
慶

の
序

と
賊

も
そ
う

で
あ
ろ

う
。
宗
門
武
庫
と
の
内
容
比
較
な
ど
の
問
題
を
今
後
に
残
し
て
い
る
。

丙

四
巻
本

『大
慧
普
覚
禅
師
普
説
』

こ
の
四
巻
本
は
宋
版
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ
な
か

つ
た
も

の
で
は
あ
る

が
、
川
瀬

一
馬
博
士
の
研
究
に
よ
る
と
唯

一
の
松
本
文
庫
本
の
普
説
よ

り
も
多
く

の
五
山
版
が
あ
る
。
こ
の
四
巻
本
普
説

の
五
山
版

の
完
本
は

大
東
急
記
念
文
庫
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
の
本
の
序

は
先
に
指

摘
し
た
よ
う
に
祖
慶
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、

早
大
本
の
宋
版
を
ま

つ
た
く
被
彫
に
し
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
祖
慶

の
序
は
こ
の
四
巻
本
普

説
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
祖
慶
が

『
枯
八
方
珠
玉
集
』

の
重
編
者
と
は
同

一
に
す
る
こ
と
は
か
な
り
無
理
が
あ
り
、

こ
の
四
巻

本
普
説
こ
そ
黄
文
昌
の
願
い
を
か
な
え
た
も
の
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

丁
の

『
正
法
眼
蔵
』
に
つ
い
て
は
、
前
回
す
で
に
述
べ
た
の
で
こ
こ

で
は
省
略
す
る
。

以
上
、
大
慧
の
著
述
を
整
理
し
な
が
ら
問
題
を
指
摘
し
て
き
た
が
、

個
人
の
語
録
の
入
蔵
の
過
程
も

一
応
理
解
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
貴
重

な
諸
本
の
紹
介
も
十
二
分
に
は
で
き
な
い
で
い
る

の
で
、
詳
し
い
報
告

は
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
の
研
究
紀
要
第
三
十

一
号

で
発
表
す
る
。

(昭
和
四
十
七
年
度
、
文
部
省
科
学
研
究
費
の
奨
励
研
究
の
成
果
の
一
部
)

大
慧
宗
某
と
そ

の
弟
子

た
ち

(
四
)
(
石

井
)

二
九

一

-798-


